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大　竹　麗　子担当教員あそび実践演習Ⅱ（図画工作）
「 児 童 文 化 作 品 」科 目 名

単独担当形態

集中開講時期１単位　演習単 位 数
授業形態特になしテキスト

講義概要
■到達目標■
　保育者のひとりひとりが美しくやさしい言葉で、子ども達の心に楽しいおはなしやパネルシア
ター、人形あそび、手あそび、お手玉あそび等を届けることができる様になることを目的とする。保
育現場の最大環境要素である保育者の内的文化レベルと実践力を高める。

■授業のテーマ及び概要■
　絵本以外の児童文化作品を届けられる実践力をつける。そのために講師の演じる幅広い作品にふ
れ 聞き手（届けられる立場）としての体験を蓄積する。そして理論ではなく実際に作品を作り動か
し、講師にアドバイスを受け、その作品を「文化」と言えるレベルまで高め、現場でのそれぞれの
子ども達の年齢や状況に合わせて届ける事ができるキャパシティーと幅広いレパートリーを獲得す
る。

■授業計画■
第１回　手あそびを知る。お話を聞く。
第２回　手袋人形を見る。手袋人形を作る。
第３回　手袋人形を演じる方法を学ぶ。
第４回　手あそびを知る。お話を聞く。
第５回　手あそびを知る。お話を聞く。他の手袋人形を見る。
第６回　手あそび・言葉あそびを知る。物語を聞く。
第７回　お手玉あそびを楽しむ。
第８回　紙芝居を見る。紙芝居の届け方を学ぶ。
第９回　手あそびを知る。お話を聞く。パネルシアターを見る。
第１０回　パネルシアターを作る。
第１１回　パネルシアターの演じ方を学ぶ。
第１２回　他のパネルシアターを見る。
第１３回　手あそびを知る。お話を聞く。ペープサートを作る。
第１４回　ペープサート、紙芝居の演じ方を学ぶ。
第１５回　総合質問他。４日間のまとめ。

■準備学習■
　作品製作への思いを込めて製作に必要な用具をきちんと用意する。

■評価方法■
授業での取り組み状況（聞き手として集中して聞くことができたか、届け方を一生懸命学んだか）― 80％
製作物（心込めて作品を製作したか）― 10％
発表（楽しんで発表できたか）― 10％

教材費：6千円
（手袋人形・パネルシアター・ペープサート・紙芝居の材
料・おはなしの本、他）
どれも皆生涯の財産になるしっかりした作品です。
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